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福岡市西区元岡

久保田 薫

村川明子

私達元岡班は、 2人という少人数で、 3月15日、西区元岡を訪ねた。お話を伺ったのは、桜井さんと

いう人柄の優しいご夫婦で、主に水利関係の話をして下さった。まずは桜井御夫妻の話から明らかになっ

たことを、列挙してみようと思う。

・元岡地区は海抜Omの湿地帯で、現在も各所に大きなポンプが設置されており、水を汲み出している0

・元岡、桑原、今津、大原の4地区から成る「開水利組合」という組織があり、ここで水利区画が決定

される。また、桑原から3人、山手（元岡）から 1人で構成される「水番」が水を管理している。

・ほとんどの地区が水利、行政区画ともに共通しているが、裏開に限っては、水利は元岡に属するが行

政区画では太郎丸となっている。

・上開、中開、下関、裏聞は低地で、大雨の時などは10日間ほども水浸しになったことがあったO

・水利に関しては、県道桜井を中心として分けられている。

・今から80～90年ほど前に、酒1升の日当で元岡の人々の手によって作られた大久保池（大久保という

集落の付近）は、山手、上・中・下関、深田などに水を送っている。例外として古川は、大久保池の

そばであるが、区画が異なるため、大坂池や弁天川の水を利用している。

・大久保池のほとりの井戸は、一度深くされたものの、かえって悪い状況となったため、洗濯などの雑

用水として利用されている。

・大坂の池（通称「瓜尾溜池」）は、稲刈りが終わって田植えまでの、田んぼに水が要らない期間中に、

開水利組合の水源であるサヤノカミから水をひいて、満水にされていた。

以上、水利関係について教えて頂いたことを書いたが、この外にも、地名や川の名前の通称や、語源

に結び、つくかと思われる興味深い話もして下さった。例えば、

・深田は、以前湿田で、足が抜けなくなったりしていた。

・塩除は昔、塩が出て、稲が出来なかった。
みさき

・水崎Jllは、地元の人達には「ホンコウ」と呼ばれている。

・弁天川は、場所によって「盲川」「新川」「水崎川」などと呼ばれている0

・「ガネダ」という地区には、昔カニが沢山いたらしい。

また、昭和40年頃、元岡地区の田んぼを、 1区画50mから75mへと大きくして、きれいに区画した。

この土地改良の際に、「六本松」という、部分的にこんもりと木が茂っている場所に記念碑を建てられ

た。お話を聞き終わった後、御親切にもその記念碑の場所まで車で連れて行って下さった。しかし碑文

は、風化やこけなどで状況が悪く、判読することができなかったが、ただひとつ分かったのは、湿地帯

であった元岡を、地元の人々が大正の頃から数回にわたって、土地改良を行ってこられたということで

ある。全部読めなかったことが悔やまれるが、この調査全体を通しては、思っていた以上に沢山の事を

知ることができたこと、湿地帯を何とか改良しようと努力されてきた元岡の人々の足跡を少しでも辿る

ことができたことなど、予想以上の収穫を得ることができたと思う。そして何より、快く質問に答え、

しかも駅まで車で送って下さった、温かな桜井御夫妻にお話を伺うことができたことを、嬉しく思う。

勉強としてもさることながら、他人との触れ合いという点でも、良い体験をさせて頂いたと思う。
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※今回の調査では、元岡の中の一部である山手しか調査ができなかったO 元岡は広いので、改めて数人

の人に話を聞くことができたら、もっと詳しい地図ができると思う。

ニコ耕地整理以前の元岡地図についてはIIIの3、その3、131頁を参照のこと。
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